
令和６年度北信越高等学校選抜卓球大会諸連絡 

 

１ 受付  １２月２０日（金）１１：１５～１５：３０ 体育館１Ｆエントランス 

配付物は次のとおりです。ご確認ください。 

（１）すべての出場校 参加料領収書、プログラム訂正届 

（２）学校対抗出場校 プログラム（選手数＋監督），オーダー用紙３組 

（３）個人戦出場校  プログラム２部（選手数＋監督） 

２ 選手変更及びプログラムの訂正について 

（１）学校対抗の「選手変更届」は、理由を明記し校長印を捺印したものを、２０日（金）の委員長会議開

始（１２：３０）までに、各県委員長もしくは福井県委員長に提出してください。 

（２）プログラム印刷内容訂正については、「プログラム訂正届」を用いて、２０日（金）の監督会議開始

（１４：３０）までに、各県委員長もしくは福井県委員長に提出してください。 

３ 開会式について 

（１）入場行進は行わない。各県選手は１６：００までにフロアの件名プラカード後方に整列してください。

監督は参加しません。 

（２）トレーニング・ウェア着用可。暖かい服装で出席願います。 

（３）整列は次のようにお願いします。 

県名プラカードの後ろに本部席に向かって右から→優勝旗・優勝杯返還者 

→男子学校対抗１位・２位・３位（・４位）→男子個人戦 

→女子学校対抗１位・２位・３位（・４位）→女子個人戦の順に並ぶ（学校対抗は主将・副主将が前）。 

４ 閉会式について 

（１）入賞校・入賞者（学校対抗４校、シングルス４名）は必ず参加してください。 

（２）入場行進は行いません。県名プラカードの後方に学校対抗→個人戦の順に集合してください。 

（３）優勝校（監督を含む）・優勝者は、閉会式直後の「年報」用の記録写真撮影に協力ください。 

５ 会場使用について 

（１）ゴミは各自で責任を持って宿舎まで持ち帰ってください。 

（２）弁当の空き箱は所定の時間までに、ツアーデスクまで戻してください。（９宿泊・弁当について） 

（３）内履きと外履きをしっかり区別してください。 

（４）貴重品の管理にはくれぐれも注意してください。 

（５）部旗の掲示は、規定の範囲で１枚のみです。応援旗・横断幕も部旗と見なします。 

６ 会場での練習について 

（１）会 場  メインアリーナ、サブアリーナ 

（２）時 間とコート割 

      ２０日（金）１１：００～１５：００ 

１・２、１０コート      石川     ３、１１・１２コート      長野 

     ４・５、１３コート       富山     ６、１４・１５コート      新潟 

７・８、１６・１７コート   福井     ９・１８コート、サブアリーナ  フリー 

        ２１日（土） ８：１５～ ８：５５ 

１、１０・１１コート      石川     ２・３、１２コート       長野 

      ４、１３・１４コート      富山     ５・６、１５コート       新潟 

      ７・８、１６・１７コート   福井     ９・１８コート、サブアリーナ  フリー 

        ２５日（水） 全台フリー（サブアリーナなし） 



７ 競技運営について 

（１）リーグ戦試合順序は次の通りとする。 

   ＜学校対抗＞     １－４       １－３      １－２ 

           ①      ②     ③      

                  ２－３       ２－４      ３－４ 

   ＜シングルス＞ 

        ２－５     １－５       １－４      １－３      １－２ 

   ①  ３－４ ②  ２－３ ③  ３－５ ④  ２－４ ⑤  ４－５ 

        １休        ４休         ２休        ５休        ３休 

（２）学校対抗予選リーグは１コートを使用し、進行状況により２コートを併用する。学校対抗決勝トーナ

メントおよび代表決定トーナメントは２コートを併用して進行する。 

（３）学校対抗のベンチは、番号の小さいチームが、内通路側とし、シングルスのベンチは番号の小さい方

が内通路側とする。 

（４）オーダー交換は以下の通りに行うこととする。 

     ①１試合目のオーダーは８：５０までに、それ以降の試合のオーダーはタイムテーブルの２０分前ま

で、もしくは対戦校決定後５分以内に提出する。決勝（代表決定）トーナメント戦は、対戦校が決

定次第オーダー交換所に監督が集合し行う。 

       ②対戦両校の監督と係が立ち会い、４枚複写を自校・対戦校・掲示・本部用に用いる。 

（５）試合前の挨拶は、選手の整列の後、主将が握手をする。監督はベンチ前に立って挨拶する。選手確認

の呼称は行わない。 

（６）試合コートでの練習後は、すみやかに試合に入ること。（タオルを取るためや、握手および監督からの

アドバイスのためにベンチに戻ることをしない。）試合終了後は直ちにコート・競技領域から離れる

こと。 

８ 審判上の統一について 

（１）現行の日本卓球ルールを採用する。ただし、タイムアウト制については学校対抗の全試合、個人戦の

決勝トーナメントにおいて適用する。 

（２）審判は次のように行う。 

     学校対抗戦        主審：地元審判員      副審：地元補助員 

     シングルス・リーグ戦   主審：各リーグの選手が交代で審判 

      〃 決勝トーナメント戦  主審：地元審判員      副審：地元補助員 

（４）ラバー張り替えは接着剤使用場所（１階の指定場所）でのみ行うこと。ラケット検査は随時行う。 

（５）対戦校・対戦者のユニフォームは異色とする。学校対抗予選リーグのユニフォームは監督会議の場で

当事者が確認すること。 

９ 宿泊・弁当について（別紙宿泊弁当要項参照） 

（１）宿泊は別紙申込要項に従い、東武トップツアーズ株式会社に直接申し込んでください。各県委員長へ

は申込書のコピー及び、宿泊申込書を送付してください。 

（２）宿泊料金・弁当代等の支払いは、あらかじめ指定の金融口座に振り込んでください。 

（３）申込後の変更・取消は、申込書に加筆訂正し、配宿センター宛に FAX またはメールをしてください。 

間違い防止の為、電話による受付はご遠慮ください。 

（４）大会期間中の 12 月 21 日(土)・22 日(日)は旅行会社休業日です。宿泊の取消は宿泊施設または弁当配

布デスクに、弁当の取消は弁当配布デスク（ツアーデスク）に連絡してください。 

 


